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ではなしちまた，芸術そのものへの主題化は背景に退いており，空間についての言及が多
いしかし彫刻がテーマであることははっきりしている。ハイデガーは，空間が，彫塑的
に形づくられたものによって占められ，ボリュームとして造形されることがよく知られて
いるとともに，謎めいているということから問いを始める。そして，彫刻的な物体は空間
を物体化することなのか，彫刻は空間を支配することなのか，空間とはガリレイやニュー
トン以来その最初の規定をうけた空間のことなのか，物理的技術的な空間が唯一の空間な
の瓶等々問いを畳み掛ける。
ところで,このテクストには,「真理を作品のうちへもたらすこと(daslnsaWakPBrinWl
derWahxheit)」という表現が見られる。これによって，『芸術作品の根源』の思索の継承
性が示唆されている。ただし,&tzenではなく,BIinW1となっている。おそらく，主観
の働きとしての「定立Cetm')」と区別するという意図があるのであろう。『芸術作品の根
卿収録の全集版瞭の道』の「補園には,InsPWak-艶f垂れに対して次のような注記が
つけられている。「レクラム版1960年：もっとうまく言えば：作品の内へもたらす；こち
らへ‐もたらす,させることとしてのもたらす;ポイエー シス｣値A5,70傍点引用笥｡補
遺の本文からも分かることだが,ハイデガーは『芸術作品の根源』を書いた後に,InsEWak
-艶i型,が主観主義的に理解されることに危倶を覚えた。「芸術と空間」は，そのような主
観主義的色彩を徹底的に払拭しようとする言説になっている。
さて先に指摘したように，「芸術と空間」では，空間についての言説が前景に出ている。
「空間に固有なものは，空間それ自身から示されなければならない」(GA13,05)。「空間
それ自身から」というのは，空間以外のものから説明したり，根拠づけるのではない，と
いうことを意味する。とくに幾何学判勿理学の概念に依拠するのではないということであ
る。しかしそれでは何力雲をつかむようなことのように思える。ハイデガーが思索の手が
かりにするのは,おそらくは彫刻という作品を通した｢経験｣であり4,またその経験を｢空
間侭aum)」という言葉の意味を考えながら深めることである。
ハイデガー は，「空間」という言葉には「空ける㈹umen)」ということが語られている
として,この動詞の意味に注目する｡すなわち,｢空ける｣というのは,｢開墾すること(rodm),
未開の地を開くこと(hもimachan)」にA13,206)を意味し，「空けるということは，自由な開
けた場,すなわち，人間が入植し住むための開けた場をもたらす」(ibid.)ことであるとい
う。同様の発言は,全集刈巻に収められた断片のなかにもある。「空間そのものとは何力も
答え：空間が空けることである。空けるとは何のこと力もそれは開墾すること一一すなわ
ち開くこと，解放することtoden-f[℃imachal,h℃iまb印)である」にA74"194j。
では何を開き，解放するの力もハイデガーは次のように述べる。
｢空けるということは,その固有なものへと入って考えれば諸々の菰prqを解放する
ことであり，住むという在り方をする人間が故郷の平安へ，あるいは故郷喪失の災いへ，
－6－
』I
ハイデガーの芸術論における空間の問題
あるいは両者に対する無関心へと向かう諸々の処を角勒kすることである。空けるというこ
とは，そこで一つの神が現れる処，そこから神々が逃亡してしまった処，そこで神的なも
のの現れが久しくためらっている処,そうした処を解放することである｡」値A13,206)
空けることが開墾すること・解放することであるといっても，いわゆる耕作地の開墾に
かぎられるわけではない。彼は繰り返して「空けるということは，諸々の処を解放するこ
とである」にA13,207)と語る。その「処prｳ」というのは,人間の平安,災い,それらの
無関心が向かう場であり，神々の到来，逃亡，不在が成り立つ場だというのである。とく
に，「神々」という言葉を聞けば，「聖なる空間」のことであるように思われる。たしかに
そうなのであるが,ただしそれを，「聖なる空間」という何ｶ種別的な領域として捉えるべ
きではなく，そもそも人間（死すべき者）たちが住んでいるはずの空間と捉えるべきであ
ろう。｢空けるということは,ある住むことをその都度準備する在処prEdlaf0をもたらす」
(GA13,206f.)。それだから，今日の世俗的な空間は，言わば,人間の住まう根源的空間か
ら派生したものにすぎなし＄｢世俗空間は,しばしばはるか昔の聖なる空間の欠如態である」
(GA13,207)｡ここから，「聖なる空間｣のほうこそが,人間の住まう本来の空間であると，
ハイデガーが考えていることがわかる5．
ハイデガーは，「空間」の本質を動詞的意味から考える。それは,空間が人間にとって動
的な性格をもつ点を洞察することである。「空けるということのうちには,ある生起が語り
かけると同時におのれを秘匿している。空けることのこの性格は，あまりにも容易に見逃
される」(iud.傍点引用笥。この｢生起」というのは，「運動｣のことではない｡それは，
「運動」のないところでも，つねにすでに生起しているものであり，潜在的に働いている
ものである。「芸術と空間」においては,空間のこの生起的性格が追究されていくことにな
る。
ハイデガー によれば，「空ける」ということは，「開けいれること値inxaumen)｣(hd.)
であると言う。しかもそれは，二重の仕方で開けいれることなのだと。一つは「許容する
こと(Zulass鋤」であり，それは，或るものを廟めること(zUFben)｣,とりわけ物が現
れることを許容するところの開けたものを支配させることである伽d.)。そしてもう一つ
は,唾えること伍inrid'm')｣であり，それは諸々 の物に次の可能性を準備することある。
すなわち，物のその都度の帰属先に向かって，またこの帰属先に基づいて，相互に帰属し
あう可能性を準備することである(ibid.)。この第二のあり方に関して言えば，開けいれる
という働きによって，物はまさに「所を得る」ことになると解される。ハイデガーは全集
7乳巻の断章において，「開けいれる」という語を「秩序づける(ondnen)」値A7埋,195)と言
い換えている。開けいれることは，税字づけの働きなのである。
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こうして,許容することと整えることという二重の仕方で処が開けいれられ,それは｢許
し与えにewahmis)」にA13,207)と名づけられもするのだが，このような空間の生起につ
いて，ハイデガーはさらに言葉をつないで語る。
「処は，諸々 の物を，相互帰属にむけて，方城にeFnd)のうちへ集約することによって，
その都度或る方城を開く｡」価d.)
ここで「方城」という言葉が出てくる。この言葉は後期ハイデガーの空間論のキーワー
ドである。「言葉の本質」（1957/58年)では，方域とは「解放しつつある，明け開け(die
fr℃iFbendeljchhm副｣値A12"18qであると端的に言われている。すると，方城が，とり
わけ30年代以降,ハイデガー の思索において重点が置かれてきた「明け開け(Ijd'tun副」
の概念を深めたものであると推察される。
「方域」について上職的纏まって語られる「アンキバシエー 」（1945年)では，方城は超
越論的な「地平」の根底にある「開け」として思索される。ハイデガーによれば，方域と
いう語は古い形では吃e印e助(会域)であり,それは｢自由な広がり(dief[℃ieWei③｣侭A7Z
114)のことである。これは単なる物体的な延長や伸び広がりといったものではなく，物を
物自身へと帰還させ落ち着かせるところの場である。しかも方域･会域は,そのような｢広
がり(Wei均」であるとともに「時の間(Weil句」でもある(hd.)。つまり，同時に時間的な
広がりもあわせ持つものである。後期でしばしば語られる「時間一空間(ZeifRaum)」ある
いは｢時間一遊動一空間(Zeit-"iel-Raum)｣の概念と重なり合うことが見て取れる。「会域
は,物を，広がりにして時の間(mdieWenederWei｡のうちへ滞在させる」にA77)138)。
そして，物だけでなく，人間もまた「会域に帰属する」にA77i1功のである。このような
会域とは，「秘匿された本質活動するもの｣，「真理の本質活動｣にA77j144)であり，存在の
本質活動なのである。
これとまったく同様のことが「芸術と空間」においても語られる。方城という語のより
古い形は｢会域Feg'et)｣にA13,207)であり,会域は｢自由な広がり(dieheieWeir)｣価d.)
である。これによって，開けたものが保たれ，開けたものは，物を発現させ，物自身にお
いて安らうようにさせる。それは，諸々の物を，それらの相互帰属へと保管し集約する
CA13,207f)。
このような方城を開くのは，先の引用にあるように，「処pr0」である。ハイデガー は
もっぱらギリシア語の「トポス」の訳語としてOrtという語を用いる。Ortとは，場所の
ことではあるが，先鋭的なポイントとしての場所である。ハイデガーは,Ortというドイ
ツ語が聰の穂先」という意味であることから,Ortを「すべてのものが凝集し｣，曝高
にして極限へと」集約される場として規定しているにA12,33)。そこで，「芸術と空間」に
戻れば,ハイデガーは次のように言っている。「我々は,諸々の物自身が処であり，それら
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